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テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
文
化
遺
産
と
研
究
動
向

五
三
七
（
五
三
七
）　

一　

は
じ
め
に

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
北
西
部
か
ら
南
西
部
に
か
け
て
、
紅
海
に
平

行
し
て
サ
ラ
ワ
ー
ト
山
脈
が
連
な
る
。
テ
ィ
ハ
ー
マ
と
は
、
こ
の

山
脈
と
紅
海
の
間
を
指
す
言
葉
で
、
北
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
、
南

は
イ
エ
メ
ン
ま
で
非
常
に
広
域
に
亘
り
、
ラ
イ
ス
以
北
は
テ
ィ

ハ
ー
マ
・
ア
ル
ヒ
ジ
ャ
ー
ズT

ihām
at al-H

4ijāz
、
ラ
イ
ス
か
ら

ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
ま
で
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ルT

ihām
at 

al-

‘Asīr

、
そ
れ
以
南
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ヤ
マ
ンT

ihām
at 

al-Y
am

an

と
区
分
さ
れ
る）

1
（

。
し
か
し
、
現
在
は
一
般
的
に
は
後

者
の
二
地
域
の
み
が
テ
ィ
ハ
ー
マ
と
呼
ば
れ）

2
（

、
古
く
か
ら
の
伝
統

文
化
に
基
づ
い
た
暮
ら
し
が
今
な
お
残
る
非
常
に
希
少
な
地
域
を

含
ん
で
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
テ
ィ
ハ
ー
マ
は
非
常
に
乾
燥
し

た
熱
帯
気
候
で
あ
る
も
の
の
、
内
陸
の
サ
ラ
ワ
ー
ト
山
脈
の
雨
水

と
沃
土
を
運
ぶ
ワ
ー
デ
ィ
ー
の
存
在
に
よ
り
良
好
な
農
耕
地
に
恵

ま
れ
、
山
脈
付
近
に
は
段
々
畑
が
連
な
る
。
こ
の
地
域
に
は
海
上

貿
易
、
巡
礼
路
に
関
す
る
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
初
期
イ
ス

ラ
ー
ム
時
代
以
降
は
文
献
史
料
に
お
け
る
言
及
も
多
い
。
本
稿
で

は
、
筆
者
が
今
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
を
検
討
し
て
い

る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
に
的
を
絞

り）
3
（

、
そ
の
文
化
遺
産
の
状
況
に
つ
い
て
考
古
学
、
伝
統
建
築
、
民

族
学
、
言
語
学
に
分
け
て
研
究
動
向
を
紹
介
す
る
。

二　

  

文
献
史
料
に
見
ら
れ
る
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア

シ
ー
ル

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
古
典
史
料
に
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア

シ
ー
ル
の
港
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
ア
ガ
サ
ル
キ
デ
ス
の

『
エ
リ
ト
ゥ
ラ
ー
海
に
つ
い
て
』（
前
一
六
九
年
））

4
（

お
よ
び
ス
ト
ラ

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
文
化
遺
産
と
研
究
動
向

徳　

永　

里　

砂



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
三
八

ボ
ン
（
前
六
四
〜
後
二
四
年
）
の
『
地
理
誌
』）

5
（

で
は
、
現
在
の
ク

ン
フ
ザ
と
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
バ
イ
シ
ュW

ādī Baysh

の
間
あ
た
り

に）
6
（

、
デ
バ
イD

ebai

と
い
う
牧
畜
民
と
農
耕
民
か
ら
成
る
部
族

が
住
み
、
そ
の
さ
ら
に
南
の
水
が
豊
か
で
気
候
の
穏
や
か
な
地
域

に
は
温
和
な
人
々
が
住
み
、
金
を
産
出
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。テ

ィ
ハ
ー
マ
と
い
う
語
が
初
め
て
現
れ
る
の
は
後
期
サ
バ
語
に

属
す
る
古
代
南
ア
ラ
ビ
ア
語
碑
文
で
あ
る
。
二
七
五
年
頃
に
南
ア

ラ
ビ
ア
を
統
一
し
た
ヒ
ム
ヤ
ル
王
国
は
、
四
世
紀
初
頭
ま
で
に

テ
ィ
ハ
ー
マ
と
そ
の
内
陸
の
山
地
の
部
族
も
支
配
下
に
治
め）

7
（

、
五

世
紀
初
頭
か
ら
は
ヒ
ム
ヤ
ル
王
の
称
号
は
「
サ
バ
と
ズ
ー
・
ラ
イ

ダ
ー
ン
と
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
と
ヤ
ム
ナ
お
よ
び
タ
ウ
ド
と
テ
ィ
ハ
ー

マ
の
ア
ラ
ブ
た
ち
の
王
」m
lk S¹b

’ w-d_R
ydn w

-H
d4

4rm
w

t 
w

-Y
m

nt w
-

’‘rb-hm
w

 T

4w
dm

 w
-T

hm
t

と
な
る）

8
（

。
ロ
バ
ン
は
、

当
時
の
ヒ
ム
ヤ
ル
王
国
が
ナ
ジ
ド
地
方
ま
で
支
配
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、「
タ
ウ
ド
」
を
ナ
ジ
ド
、「
テ
ィ
ハ
ー
マ
」
を
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ

沿
岸
部
と
解
釈
し
て
い
る）

9
（

。
こ
の
よ
う
な
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
捉
え
方

は
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
以
降
も
引
き
継
が
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
初

期
の
文
献
で
の
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
北
限
も
マ
ッ
カ
の
北
の
ザ
ー
ト
・

イ
ル
クD

hāt 

‘Irq

及
び
ジ
ッ
ダ
の
北
の
ア
ス
フ
ァ
ー
ン
‘Asfān

で
あ
っ
た）
10
（

。

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
以
降
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
港
の
名
は
交
易
港
、

巡
礼
路
の
宿
駅
地
と
し
て
頻
繁
に
文
献
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る）

11
（

。

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
は
九
世
紀
に
イ
エ
メ
ン
の
ザ
ビ
ー

ド
を
拠
点
に
栄
え
た
ジ
ヤ
ー
ド
朝
の
支
配
下
に
入
り
、
さ
ら
に

ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
朝
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
期
の
エ
ジ
プ
ト
の
繁
栄
に

よ
り
紅
海
港
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
、
ア
ッ
サ
ル
‘At_t_ar

を
は

じ
め
と
す
る
こ
の
地
域
の
港
は
海
上
貿
易
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ

た
。
十
世
紀
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ウ
カ
ル
の
地
図
に
は
、
ジ
ッ
ダ
と
イ

エ
メ
ン
の
ム
ー
ハ
（
モ
カ
）
の
間
に
シ
ッ
ラ
イ
ンal-Sirrayn

、

ハ
リ
ーH

4alī

、
ハ
ム
ダal-H

4am
d

4a

、
ア
ッ
サ
ル
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ

al-Sharja

、
ハ
ル
ダal-H

4arda

、
ガ
ラ
ー
フ
ィ
カGhalāfiqa

と

い
う
港
の
名
前
が
見
ら
れ
る）

12
（

。
ア
ッ
サ
ル
の
港
は
一
〇
六
一
年
頃

ま
で
に
廃
棄
さ
れ）

13
（

、
他
の
港
も
交
易
港
と
し
て
は
衰
え
た
。
十
三

世
紀
の
イ
ブ
ン
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
の
記
録
に
は
、
シ
ッ
ラ
イ
ン

と
再
建
さ
れ
た
ハ
リ
ー
が
言
及
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
ハ
リ
ー
に
は
十
四

世
紀
に
は
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
も
滞
在
し
て
い
る
が）

15
（

、
そ
の

後
も
陸
海
の
巡
礼
路
の
中
継
地
点
と
し
て
十
九
世
紀
前
半
ま
で
記

録
が
見
ら
れ
る）

16
（

。
十
六
世
紀
後
半
の
マ
ッ
キ
ー
に
よ
る
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
総
督
ス
ィ
ナ
ー
ン
・
パ
シ
ャ
の
イ
エ
メ
ン
遠
征
の
記
録
で

は
、
マ
ッ
カ
か
ら
陸
路
テ
ィ
ハ
ー
マ
経
由
で
イ
エ
メ
ン
に
向
か
う

際
の
マ
ッ
カ
・
タ
イ
ッ
ズ
間
の
通
過
地
点
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

（
五
三
八
）　



テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
文
化
遺
産
と
研
究
動
向

五
三
九
（
五
三
九
）　

の
は
、
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
の
み
で
あ
る）
17
（

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
旅
行
記
を
見
て
み
る
と
、
十
六
世
紀
初

頭
の
バ
ル
ボ
サ
の
旅
行
記
は
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
、
ハ
リ
ー
、
ア
ル

フ
ー
ルal-K

hūr

）
18
（

、
十
八
世
紀
の
ニ
ー
ブ
ー
ル
の
旅
行
記
は
ア

ブ
ー
・
ア
リ
ー
シ
ュ
と
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が）

19
（

、

そ
れ
以
降
の
文
献
に
見
ら
れ
る
ジ
ッ
ダ
と
イ
エ
メ
ン
の
間
の
港
は

ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
の
み
と
な
る
。

一
方
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
内
陸
部
に
関
す
る
記

述
は
、
山
地
の
詳
細
な
地
名
、
植
生
な
ど
を
記
し
た
八
世
紀
の

ア
ッ
ラ
ー
ム
・
ア
ッ
ス
ラ
ミ
ー
の
地
理
書
『
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
山
名

の
書
』）

20
（

と
ニ
ー
ブ
ー
ル
の
イ
エ
メ
ン
地
図）
21
（

な
ど
が
あ
る
が
、
前
世

紀
ま
で
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
山
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
ご

く
限
ら
れ
た
こ
と
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
世
紀
に
な

り
、
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
検
家
た
ち
が
内
陸
部
を
訪
れ
、

テ
ィ
ハ
ー
マ
の
山
地
の
部
族
の
暮
ら
し
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
一
九
三
六
年
に
こ
の
地
域
を
訪

れ
た
フ
ィ
ル
ビ
ー
と）
22
（

、
一
九
四
六
年
と
一
九
四
七
年
に
訪
れ
た
セ

シ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
記
録
で
あ
る）

23
（

。
こ
れ
ら
は
、
石
油
に
よ
る
経
済

的
繁
栄
以
前
の
伝
統
的
慣
習
が
残
っ
て
い
た
時
代
を
記
録
し
た
民

族
誌
と
し
て
も
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

三　

考
古
学
的
研
究

一
九
六
三
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
教
育
省
に
新
た
に
設
置
さ
れ

た
考
古
局）

24
（

は
、
国
土
を
東
、
北
、
北
東
、
西
、
南
西
、
中
央
の
六

地
域
に
分
割
し
、
一
九
七
六
〜
一
九
八
一
年
の
五
カ
国
年
遺
跡
調

査
計
画
の
も
と
各
地
域
に
内
外
の
専
門
家
か
ら
成
る
調
査
隊
を
包

括
的
調
査
の
た
め
に
派
遣
し
た）

25
（

。
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル

は
そ
の
う
ち
の
南
西
部
に
属
し
、
調
査
の
結
果
、
中
期
旧
石
器
時

代
以
降
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
遺
跡
・
歴
史
的
建
造
物
が
登
録
さ

れ
た
。

先
史
時
代
に
関
し
て
は
、
一
九
八
〇
年
の
ザ
ー
リ
ン
ス
ら
の
調

査
で
、
紅
海
沿
岸
に
ム
ス
テ
ィ
エ
文
化
に
属
す
る
数
々
の
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た）

26
（

。
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
九
年
の
英
・

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
合
同
調
査
隊
に
よ
る
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
島
の
調
査

で
は
、
千
基
以
上
の
貝
塚
が
確
認
さ
れ）
27
（

、
発
掘
調
査
と
海
底
調
査

も
実
施
さ
れ
た
。
表
面
採
集
さ
れ
た
石
器
は
、
前
期
、
中
期
旧
石

器
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

28
（

。

ま
た
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
港
の
遺
跡
調
査
で
は
、
文
献
史
料
で
言

及
さ
れ
て
い
た
海
上
交
易
の
様
相
が
実
際
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

一
九
八
四
年
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
考
古
局
と
ザ
ー
リ
ン
ス
、
ザ
ハ

ラ
ー
ニ
ー
ら
に
よ
り
、
ア
ッ
サ
ル
港
の
発
掘
調
査
と
シ
ヒ
ーSihī



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
四
〇
（
五
四
〇
）　

の
表
面
調
査
が
行
わ
れ
た
。
ア
ッ
サ
ル
で
は
中
国
陶
磁
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
交
易
品
が
出
土
し
、
ア
ラ
ブ
商
人
に
よ
る
イ

ン
ド
洋
交
易
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た）

29
（

。
一
方
、
シ
ヒ
ー
で
発

見
さ
れ
た
土
器
か
ら
は
、
そ
れ
が
前
一
五
〇
〇
年
頃
か
ら
南
ア
ラ

ビ
ア
と
ヌ
ビ
ア
と
の
深
い
か
か
わ
り
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た）

30
（

。
一

九
九
一
年
に
は
ス
ナ
イ
ヤ
ー
ン
ら
が
シ
ッ
ラ
イ
ン
、
ウ
ル
ヤ
ブ 

‘Ulyab

、
ハ
リ
ー
、
ア
ッ
サ
ル
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
で
表
面
調
査
を
行

い
、
採
集
し
た
土
器
、
陶
磁
器
か
ら
、
輸
入
品
と
地
産
品
を
扱
う

交
易
港
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
港
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
た）

31
（

。

碑
文
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、
古
代
の
香
料
貿
易
の
隊
商
路
の

通
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
南
西
部
の
内
陸
は
、
概
し
て
岩
壁
碑
文
の

非
常
に
豊
富
な
地
域
で
あ
る
が
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル

は
、
内
陸
の
ナ
ジ
ュ
ラ
ー
ン
地
方
や
ア
シ
ー
ル
西
部
に
比
べ
る
と

碑
文
の
数
は
極
端
に
少
な
い
。
灼
熱
の
暑
さ
か
ら
逃
れ
よ
う
の
な

い
平
野
は
主
要
隊
商
路
と
し
て
は
適
さ
ず）

32
（

、
ま
た
そ
こ
は
ワ
ー

デ
ィ
ー
が
運
ぶ
シ
ル
ト
の
土
壌
で
、
碑
文
を
刻
む
の
に
適
し
た
岩

が
少
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
緑
に
覆

わ
れ
た
山
岳
部
に
も
、
刻
文
に
適
し
た
岩
が
乏
し
い
。

一
九
九
二
年
に
は
、
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
近
郊
、
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
島
、

ク
ン
フ
ザ
近
郊
で
カ
バ
ウ
ィ
ー
ら
に
よ
る
踏
査
が
行
わ
れ
、
古
代

南
ア
ラ
ビ
ア
文
字
、
サ
ム
ー
ド
文
字
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
初
期
の

ア
ラ
ビ
ア
語
碑
文
、
岩
絵
な
ど
が
僅
か
な
が
ら
記
録
さ
れ
た）

33
（

。
戦

略
的
な
位
置
に
あ
る
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
島
で
は
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
ら
の
調
査
で
ロ
ー
マ
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
第
二
軍
団
に
よ
る
一
四

四
年
の
ラ
テ
ン
語
碑
文
が
記
録
さ
れ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
影
響
力
が

強
ま
る
以
前
の
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
島
の
港
が
ロ
ー
マ
軍
の
支
配
下
に

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た）

34
（

。
ま
た
、
前
一
千
年
紀
半
ば
の

も
の
を
含
む
古
代
南
ア
ラ
ビ
ア
文
字
碑
文
も
新
た
に
報
告
さ
れ
た）

35
（

。

一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
交
易
港
の
遺
跡
か
ら
は
、
丁
寧
に

刻
ま
れ
た
装
飾
ク
ー
フ
ァ
書
体
の
墓
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
シ
ッ
ラ
イ
ン
の
港
で
は
四
八
基
の
墓
石
が
発
見
さ
れ
、
フ
ァ

キ
ー
フ
に
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る）

36
（

。
刻
ま
れ
た
年
号
は
九
世
紀
前

半
か
ら
十
一
世
紀
半
ば
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
書
体

研
究
の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る）

37
（

。

四　

伝
統
建
築
の
研
究

テ
ィ
ハ
ー
マ
の
伝
統
建
築
の
研
究
は
、
一
九
七
三
年
以
降
長
年

に
亘
っ
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
各
地
に
て
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る

キ
ン
グ
と）

38
（

、
一
九
七
三
年
〜
一
九
七
五
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
南

部
の
方
言
の
研
究
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
プ
ロ
チ
ャ
ツ
カ
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た）

39
（

。
一
九
七
〇
年
代
の
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア

シ
ー
ル
に
は
、
ま
だ
多
く
の
伝
統
建
築
が
残
さ
れ
て
い
た
。



テ
ィ
ハ
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五
四
一
（
五
四
一
）　

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
伝
統
建
築
は
大
別
す
る
と
石

造
建
築
、
全
体
が
ソ
ル
ガ
ム
な
ど
の
藁
で
作
ら
れ
た
小
屋
、
テ
ン

ト
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

テ
ィ
ハ
ー
マ
の
山
地
に
は
、
バ
ー
ハ
や
ア
シ
ー
ル
地
方
に
広
く

見
ら
れ
る
、
荒
く
成
形
さ
れ
た
石
を
、
目
地
材
を
使
用
せ
ず
に
積

ん
だ
石
造
建
築
が
残
さ
れ
て
お
り）

40
（

、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
廃
棄
さ

れ
た
集
落
が
手
つ
か
ず
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

中
に
は
四
、
五
階
建
て
の
建
築
物
も
見
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
や
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
シ
ュ
周
辺
の
南
部
の
海
岸

平
野
で
は
、
ウ
ッ
シ
ャ
‘ushsha
（
複
数
形
：
ウ
シ
ャ
シ
ュ

‘ushash

）
と
呼
ば
れ
る
、
地
産
の
植
物
で
作
ら
れ
た
先
の
尖
っ

た
屋
根
を
持
つ
円
形
の
小
屋
が
特
徴
的
で
あ
る
が）

41
（

、
一
九
八
二
年

頃
ま
で
に
こ
の
よ
う
な
家
々
は
近
代
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
家
屋

に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
十
九
世
紀
に
は
こ
の
よ
う
な
ウ
ッ

シ
ャ
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
に
も
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が）

42
（

、

二
〇
世
紀
後
半
以
降
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
以
外
で
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ウ
ッ
シ
ャ
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー

ル
に
現
在
も
僅
か
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
も
は
や
住
居
と
し

て
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
む
憩
い
の
場
と
し
て
使

わ
れ
る
の
み
で
あ
る）

43
（

。

ま
た
こ
の
地
域
の
遊
牧
民
は
、
ア
ラ
ビ
ア
の
他
の
地
域
に
広
く

見
ら
れ
る
黒
い
ヤ
ギ
の
毛
の
織
物
で
で
き
た
バ
イ
ト
・
ア
ッ
シ
ャ

ア
ルbayt al-sha

‘r

と
は
異
な
る
、
藁
で
作
ら
れ
た
ハ
ド
ゥ
ル

khadur

と
い
う
テ
ン
ト
に
住
ん
で
い
た）
44
（

。
ハ
ド
ゥ
ル
は
、
少
な

く
と
も
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
人
里
離
れ
た
地

域
で
の
み
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
キ
ン
グ
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い

る）
45
（

。上
記
以
外
に
、
一
九
〇
六
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
分
立
し
た

イ
ド
リ
ー
シ
ー
朝
の
都
の
あ
っ
た
サ
ブ
ヤ
ー
と
、
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン

近
郊
の
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
島
に
は
細
か
い
彫
刻
の
施
さ
れ
た
白
漆
喰

に
覆
わ
れ
た
特
徴
的
な
建
造
物
が
存
在
す
る
。
サ
ブ
ヤ
ー
の
イ
ド

リ
ー
シ
ー
朝
の
建
築
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
考
古
局
と
ザ
ー
リ
ン
ス

ら
の
一
九
八
〇
年
の
包
括
的
調
査
で
登
録
さ
れ）

46
（

、
キ
ン
グ
も
サ
ブ

ヤ
ー
と
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
の
漆
喰
建
築
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

五　

民
族
学
的
研
究

テ
ィ
ハ
ー
マ
に
は
、
現
在
も
伝
統
文
化
・
慣
習
が
色
濃
く
残
る

と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
こ
の
半
世
紀
間
の
間
に
、
オ
イ
ル

マ
ネ
ー
の
投
入
に
よ
る
近
代
化
と
教
育
制
度
の
発
達
や
政
府
の
指

導
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
を
遂
げ
た
。
テ
ィ
ハ
ー
マ
を
含
む
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
南
西
部
の
地
方
固
有
の
伝
統
・
慣
習
を
失
わ
れ
る
前

に
記
録
し
て
お
く
た
め
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
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て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
人
類
学
研
究
所
と
キ
ン
グ
・
サ
ウ
ー
ド

大
学
考
古
学
・
博
物
館
学
科
が
共
同
で
「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国

南
西
部
の
民
族
誌
地
図
」（Ethnographic A

tlas of the 
South-W

estern Provinces of the K
ingdom

 of Saudi 
A

rabia

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
。
こ
の
中
で
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
ド
ス
タ
ル
と
ギ
ン
グ
リ
ッ
ヒ
は
、
伝
統
的
製
鉄
法
、
掘

り
棒
な
ど
の
農
具
、
動
植
物
を
一
年
の
う
ち
の
一
定
期
間
狩
猟
・

採
取
し
な
い
こ
と
を
定
め
た
ヒ
マ
ーh

4im
ā

と
呼
ば
れ
る
保
護
区

の
存
在
、
成
人
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
と
し
て
か
つ
て
行
わ
れ
て

い
た
下
腹
部
か
ら
大
腿
内
側
に
か
け
て
の
剥
皮
を
含
む
割
礼
な
ど

に
つ
い
て
、
個
別
研
究
に
加
え
、
質
問
票
を
用
い
た
広
域
な
分
布

調
査
を
行
っ
た）

47
（

。
こ
れ
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
慣
習

の
分
布
地
図
は
、
今
後
こ
の
地
域
で
行
わ
れ
る
民
族
学
研
究
の
基

礎
資
料
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

六　

言
語
学
的
研
究

テ
ィ
ハ
ー
マ
を
含
む
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
諸
方
言
の
調
査
・
研

究
は
、
プ
ロ
チ
ャ
ツ
カ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
集
大
成
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
文
法
書
で
、
南
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
諸
方
言

の
概
要
が
初
め
て
文
法
書
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た）

48
（

。

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
は
言
語
学
の
大
き
な
論
点
に
関

わ
る
希
少
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
古
代
の
南
西
ア
ラ
ビ
ア
の
言

語
は
南
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、
北
ア
ラ
ビ
ア
語
に
属
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語

と
は
系
統
を
異
に
す
る
言
語
で
あ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
は
北
ア
ラ

ビ
ア
出
身
の
部
族
の
移
住
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
拡
大
に
よ
っ
て
ア
ラ

ビ
ア
半
島
南
部
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
が
、
今
な
お
半
島
南
部
の

一
部
の
地
域
で
は
、
マ
フ
ラ
語）

49
（

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
南

ア
ラ
ビ
ア
語
の
流
れ
を
汲
む
現
代
南
ア
ラ
ビ
ア
語
が
話
さ
れ
て
い

る
。
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
山
地
の
一
部
に
も
、
南
ア

ラ
ビ
ア
の
古
い
言
語
の
特
徴
や
語
彙
の
混
ざ
っ
た
独
特
の
ア
ラ
ビ

ア
語
方
言
が
残
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
山

Jibāl Faifā

’
の
住
民
の
方
言
で）
50
（

、
他
の
地
域
の
者
に
は
理
解
不

能
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
ア
ラ
ビ
ア

語
の
方
言
に
も
他
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
が
「
ダ
ー
ド
（
ｄ・）
の
言
語
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
ダ
ー
ド
の
文
字
と
発
音
は
こ
の
言
語
を
特
徴
付
け
る
要
素
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
初
期
の
文
法
学
者
の
描
写

か
ら
は
、
当
時
は
こ
の
文
字
が
現
在
の
正
則
ア
ラ
ビ
ア
語
の
発
音

と
は
異
な
る
側
面
摩
擦
音
ｄ－・
を
表
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
こ
の
側
面
摩
擦
音
は
イ
エ
メ
ン
南
部
の
ダ
シ
ー
ナ

D
athīna

方
言
を
除
き
、
口
語
ア
ラ
ビ
ア
語
に
は
も
は
や
残
っ
て
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五
四
三
（
五
四
三
）　

い
な
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
ア
シ
ー
ル
地

方
の
ア
ブ
ハ
ー
出
身
の
言
語
学
者
ア
ズ
ラ
キ
ー
の
近
年
の
調
査
で
、

テ
ィ
ハ
ー
マ
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
方
言
で
こ
の
側
面
摩
擦
音
が

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た）

51
（

。
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア

シ
ー
ル
を
含
む
ア
シ
ー
ル
地
方
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
他
の
口
語

ア
ラ
ビ
ア
語
に
は
な
い
音
声
学
的
特
徴
が
見
ら
れ
、
更
な
る
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

七　

お
わ
り
に

以
上
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
に
関
す
る
文
化
遺
産
と

そ
れ
ら
に
関
す
る
文
献
、
考
古
学
、
伝
統
建
築
、
民
族
学
、
言
語

学
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
地
域
を
対
象
と
す
る
研

究
は
半
世
紀
に
満
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
既
に
か
な
り
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
諸
港
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
の

存
在
が
確
認
さ
れ
る
以
前
よ
り
、
史
料
の
豊
富
な
紅
海
交
易
史
の

コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、
文
献
に
よ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

大
規
模
な
発
掘
調
査
に
は
至
っ
て
な
い
も
の
の
、
ア
ッ
サ
ル
や

シ
ッ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
港
の
出
土
遺
物
は
、
既
に
広
域
な

国
際
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
を
垣
間
見
せ
て
お
り
、
今
後
の

発
掘
調
査
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
主
要
な
伝
統
的
建
築
物
は
、
キ
ン
グ
ら
に

よ
る
長
年
の
調
査
に
よ
り
記
録
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
テ
ィ
ハ
ー

マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
を
含
む
南
西
部
に
は
ま
だ
史
跡
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
数
多
く
存
在
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で

居
住
さ
れ
て
い
た
伝
統
的
家
屋
の
村
落
が
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
の

形
で
放
置
さ
れ
て
い
る
例
も
多
い
。
地
中
に
埋
も
れ
て
い
る
遺
跡

は
、
遺
跡
区
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど

の
緊
急
性
が
な
い
一
方
、
現
存
す
る
伝
統
的
建
築
物
に
関
し
て
は
、

風
雨
に
よ
る
劣
化
の
恐
れ
が
あ
り
、
保
護
と
建
築
工
法
の
記
録
が

不
可
欠
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
史
跡
の

保
護
推
進
に
関
す
る
国
王
勅
令
を
踏
ま
え
、
観
光
・
考
古
庁
は
現

在
、
宗
教
省
と
ト
ラ
ー
ス
財
団
と
共
同
で
「
歴
史
的
モ
ス
ク
保
全

国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（N

ational Program
 for the Care of 

O
ld M

osques

）
を
進
め
て
い
る）
52
（

。
伝
統
的
建
築
物
の
保
存
に
は

莫
大
な
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
宗
教
史
跡
以
外
に
関
し
て

も
、
重
要
な
建
築
物
や
街
並
み
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
国
家
規

模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
が
望
ま
れ
る）

53
（

。

こ
れ
と
同
様
に
急
を
要
す
る
の
は
、
民
族
誌
学
研
究
で
あ
る
。

世
代
交
代
、
近
代
化
、
他
地
域
と
の
交
流
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
て

ゆ
く
前
に
、
高
年
齢
層
か
ら
の
伝
統
的
慣
習
、
民
間
伝
承
に
関
す

る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
記
録
を
行
う
必
要
が
あ
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る
。
ま
た
、
言
語
学
的
調
査
に
関
し
て
も
同
様
で
、
テ
レ
ビ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
他
地
域
出
身
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、

方
言
や
地
域
独
自
の
言
葉
が
変
容
し
て
ゆ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
、

現
状
を
記
録
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

一
方
、
若
い
世
代
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
誇
り
を
持
ち
、
独
自
の
言
語
・
伝
統
文
化
を
積
極
的
に

守
ろ
う
と
い
う
気
運
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る）

54
（

。
こ
の
よ
う
な

中
で
今
後
、
よ
り
多
く
の
地
元
出
身
の
研
究
者
が
育
ち
、
他
地
域

の
研
究
者
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
研
究
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
有
形
・

無
形
の
文
化
財
の
宝
庫
で
あ
り
、
個
別
研
究
を
必
要
と
す
る
特
有

の
文
化
遺
産
を
数
限
り
な
く
有
し
て
い
る
。
文
化
財
保
護
に
関
す

る
教
育
の
普
及
、
文
化
財
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
を
通
し
て
、
地

元
の
人
々
の
参
画
の
下
、
史
跡
・
文
化
財
の
調
査
・
研
究
・
保
護
、

民
族
誌
の
記
録
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

註（1
）　G. R. Sm

ith, 

“Tihām
a

” in E
ncyclopaedia of Islam

 2
nd 

edition.

（
2
）　

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
も

の
の
、
筆
者
に
よ
る
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
、
ア
シ
ー
ル
地
方
住
民
か

ら
の
聞
き
取
り
調
査
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
実
施
）
に
よ
る
と
、

現
在
は
ジ
ェ
ッ
ダ
や
マ
ッ
カ
を
含
む
の
ラ
イ
ス
以
北
の
地
域
が

テ
ィ
ハ
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

（
3
）　

テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
は
マ
ッ
カ
、
バ
ー
ハ
、
ア
シ
ー

ル
、
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
の
四
州
に
ま
た
が
る
。

（
4
）　

五
巻
九
七
〜
九
八
節
（S. Burstein, A

gatharchides of Cni-
dus, O

n the E
rythraean Sea, London, 1989, pp. 156-159.

）

（
5
）　

十
六
巻
四
章
六
節
十
八
（
ス
ト
ラ
ボ
ン
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ

世
界
地
誌
』II

、
飯
尾
都
人
訳
、p. 528

）。

（
6
）　A

gatharchides, op. cit., p. 156, note 5.

（
7
）　

イ
エ
メ
ン
の
マ
ア
リ
ブ
か
ら
出
土
し
た
三
〇
〇
年
頃
の
古
代
南

ア
ラ
ビ
ア
語
碑
文Ja 658+659

に
よ
る
と
、
ヒ
ム
ヤ
ル
の
軍
人
王

シ
ャ
ン
マ
ル
・
ユ
ハ
ル
イ
シ
ュSham

m
ar Y

uhar

‘ish

が
テ
ィ

ハ
ー
マ
の
山
地
の
ワ
ー
デ
ィ
ー
に
遠
征
を
行
っ
て
い
る
（A

. 
Jam

m
e, Sabaean Inscriptions from

 M
ah

4ram
 B

ilqîs

（M
ârib

）, Baltim
ore, 1962, pp. 163-164

）。

（
8
）　

こ
の
称
号
を
含
む
碑
文
は
二
一
点
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
最
古
の
も
の
は
四
四
〇
〜
四
四
五
年
頃
のRy 509 

、
最
も
新

し
い
も
の
は
五
五
八
年
のJa 547+546+544+545

で
あ
る
（C. 

Robin, 

“L

’inventaire des docum
ents épigraphiques prov-

enant du royaum
e de H

4im
yar aux IV

e-V
Ie siècles,

” in C. 
Robin and J. Schiettecatte eds., L

’Arabie à la veille de l

’

Islam
, Paris, 2009, pp. 165-216 at pp. 191 and 187

）。

（
9
）　

タ
ウ
ドT

4w
d

が
ア
ラ
ビ
ア
語
のT

4ūd

「
山
」
と
同
様
「
高
地
」

を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
テ
ィ
ハ
ー
マthm

t

は
海
岸
平
野
を
意

味
す
る
言
葉
で
あ
る
が
（J. C. Biella, D

ictionary of O
ld 



テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
文
化
遺
産
と
研
究
動
向

五
四
五
（
五
四
五
）　

South A
rabic: Sabaean D

ialect, H
arvard, 1982, pp. 216 

and 532

）、
ロ
バ
ン
は
、
三
点
の
五
〜
六
世
紀
の
ヒ
ム
ヤ
ル
王
に

よ
る
碑
文
が
マ
ー
サ
ルM

āsal

の
ジ
ュ
ム
フ
山Jibāl A

l-jum
h

4（
リ

ヤ
ド
の
西
約
二
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。Ry 506

）
と
ム
ラ
イ
ガ
ー

ン
（
カ
フ
ラ
の
西
約
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。Ry 509 

、Ry 510

）

で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て

い
る
（C. Robin, 
“L

‘

antiquité

” in R
oute d

’Arabie, Paris, 2010, 
pp. 81-99 at pp. 86-87

お
よ
びI. Gajda, 

“H4im
yar en A

rabie 
central̶

un nouveau docum
ent,

” Arabia 2, 2004, pp. 87-
98 and figs. 50 and 68, pp. 222 and 233

）。

（
10
）　Y

aqūt al-H

4am
aw
ī, M

u
‘jam

 al-buldān, Bayrūt, 1993, p. 
63.

（
11
）　

ア
ク
ス
ム
時
代
も
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
付
近
の
フ
ァ
ラ
サ
ー
ン
島
や

ア
ッ
サ
ル
が
交
易
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
資

料
は
少
な
い
（J. Zarins and A
. Zahrani, 
“Recent A

rchaeo-
logical Investigations in the Southern T

iham
a Plain

（T
he 

Sites of A
thar, and Sihi, 1404/1984

）,” Atlal 9, 1985, pp. 
65-107 and Pls. 69-96 at p. 89

）。

（
12
）　

“Sūrat bah

4r fāris

” in Ibn H
aw

qal, S

4ūrat al-ard
4, 

Bayrūt, 1993, pp. 49 and 50.

（
13
）　

ス
ナ
イ
ヤ
ー
ン
は
イ
エ
メ
ン
の
歴
史
家
ジ
ャ
ナ
デ
ィ
ーal-

Janadī

（
七
三
〇
〜
七
三
二
／
一
三
二
九
〜
一
三
三
一
年
没
）
の

「
長
い
こ
と
以
前
に
廃
墟
と
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
き
十
三

世
紀
後
半
を
そ
の
終
焉
と
し
、
こ
の
年
代
は
ミ
フ
ラ
ー
フ
・
ア
ル

ス
ラ
イ
マ
ー
ン
の
都
が
上
ジ
ャ
ー
ザ
ー
ン
に
移
る
時
期
と
合
致
す

る
と
し
て
い
る
が
（M

. A
l-T

henayian, 

“The Red Sea T
iha-

m
i Coastal Ports in Saudi A

rabia,

” Proceedings of the 
Sem

inar for A
rabian Studies 38, 2008, pp. 289-300 at p. 

294

）、
既
に
一
〇
六
一
年
の
時
点
で
、
ハ
ム
ダ
ー
ニ
ー
が
ア
ッ
サ

ル
の
廃
棄
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

（
14
）　R. Sm

ith

（tr. and ed.

）, A
 T

raveller in T
hirteenth-Cen-

tury A
rabia, Ibn A

l-M
ujāw

ir

’s  T
ārīkh A

l-M
ustabs

4ir, 
London, 2008, p. 80.

（
15
）　

イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
『
大
旅
行
記
』
3
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ

ザ
イ
イ
編
、
家
島
彦
一
訳
注
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
（
二
〇
〇
二
）、

一
二
〇
〜
一
二
二
頁
。
さ
ら
に
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
は
シ
ャ

ル
ジ
ャ
港
に
一
泊
し
て
い
る
。

（
16
）A

l-T
henayian 

“The Red Sea T
iham

i Coastal Ports,

” p. 
293.

（
17
）　C. Sm

ith, Lightning over Y
em

en: A
 H

istory of the O
t-

tom
an C

am
paign

（1560-71

）, being a translation from
 

the A
rabic of Part III of al-Barq al-Y

am
ānī fī al-Fath

4 al-

‘Uthm
ānī, London and N

ew
 Y

ork, 2002, pp. 19-22.

（
18
）　D

uarte Barbosa, A
 D

escription of the Coasts of E
ast 

A
frica and M

alabar, edited and translated by H
. Stanley, 

London, 1866, pp. 25-26.

（
19
）　M

. N
iebuhr

（sic

）, T
ravels through A

rabia and O
ther 

Countries in the E
ast II, R. H

eron

（tr.

）, Edinburgh, 1792, 
pp. 53-57. 

ニ
ー
ブ
ー
ル
は
ジ
ッ
ダ
か
ら
イ
エ
メ
ン
の
ル
ハ
イ
ヤ
港

ま
で
の
間
を
一
七
六
二
年
に
縫
合
船
で
旅
し
て
い
る
。

（
20
）　

‘Arrām
 bin A

l-A
s

4bagh al-Sulam
i, K

itāb 

’asm
ā jibāl 

tihām
ah, M

uh

4am
m

ad S

4alih

4 al-Shunāw
ī

（ed.

）, Bayrūt, 
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五
四
六
（
五
四
六
）　

1990.
（
21
）　C. N

iebuhr, T
errae Y

em
en Im

perii Im
am

i Principa-
tus K

aukeban, Paris, 1787. 

ニ
ー
ブ
ー
ル
の
地
図
で
は
北
は
ア

ブ
ー
・
ア
リ
ー
シ
ュ
の
背
後
の
山
々
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
22
）　H

. St. J. Philby, Arabian H
ighlands, Ithaca, 1952, p. 397ff.

（
23
）　W

. T
hesiger, 

“A Journey through the T
iham

a, the 

‘

A
sir, 

and the H
ijaz M

ountains,

” Geographical Journal 110, pp. 
188-200.

（
24
）　

考
古
局
は
一
九
七
〇
年
に
考
古
・
博
物
館
局
と
な
り
、
二
〇
〇

八
年
に
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
観
光
庁
に
統
合
さ
れ
、
観
光
・
考
古

庁
（Saudi Com

m
ission for T

ourism
 and A

ntiquities

）
が

発
足
し
た
。

（
25
）　D

epartm
ent of A

ntiquities and M
useum

s, A
n Intro-

duction to Saudi A
rabian A

ntiquities, Riyadh, 1975, pp. 
13; A

nonym
us, 

“Preface,

” Atlal 1, 1977, p. 7. 

設
立
か
ら
近

年
ま
で
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
考
古
行
政
の
経
緯
に
つ
い
て
はA

. 
A

l-Ghabban, 

“L

‘Arabie Saoudite et son patrim
oine,

” in 
R

oute d

’Arabie

（op. cit.

）, pp. 35-43

を
参
照
の
こ
と
。

（
26
）　J. Zarins et al., 

“The Com
prehensive A

rchaeological 
Survey Program

: T
he Second Prelim

inary Report on 
the Southw

estern Province,

” Atlal 5, 1981, pp. 9-42 and 
Pls. 1-44 at p. 81.

（
27
）　G. Bailey and A

. A
lsharekh, T

he Southern R
ed Sea 

Project: Coastal Prehistory and the Farasan Islands G
en-

eral R
eport, Riyadh, 2011, p. 19.

（
28
）　Ibid, pp. 25-26.

（
29
）　Zarins and Zahrani, op. cit., pp. 70-92 and Pls. 70-79, 

89-95.

（
30
）　Ibid., pp. 92-97 and Pls. 80-99, 96.

（
31
）　A

l-T
henayian, 

“The Red Sea T
iham

i Coastal Ports.

”

（
32
）　

こ
の
こ
と
は
テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ヤ
マ
ン
に
は
相
当
し
な
い
。

イ
エ
メ
ン
に
は
古
代
か
ら
重
要
な
港
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
と
内
陸

の
諸
都
市
と
の
間
を
結
ぶ
道
が
テ
ィ
ハ
ー
マ
に
存
在
し
て
い
た

（C. Phillips, 

“A Prelim
inary D

escription of the Pottery 
from

 al-H
ām

id and Its Significance in Relation to O
ther 

Pre-Islam
ic Sites on the T

ihām
ah,

” Proceedings of the 
Sem

inar for A
rabian Studies 35, 2005, pp. 177-193

）。

（
33
）　A

bdul-Rahm
an A

l-K
abaw

i et al., 

“Prelim
inary Report 

on the Rock A
rt and Epigraphic Survey of South W

est-
ern Region

（A
bha, Jazan

） V
II Season 1412 A

H
/1992 

A
D

,

” Atlal 15, 2000, pp. 89-98 and Pls. 27-32.

（
34
）　C. Phillips et al., 

“A Latin Inscription from
 South 

A
rabia,

” Proceedings of the Sem
inar for A

rabian Studies 
34, 2004, pp. 239-250.

（
35
）　S. M

arion de Procé and C. Phillips, 

“South A
rabian 

Inscriptions from
 the Farasān Islands

（Saudi A
rabia

）,” 
Proceedings of the Sem

inar for A
rabian Studies 40, 2010, 

pp. 277-282.
（
36
）　A

l-Faqīh, M
adīnat al-sirrayn al-atharīyah, n.p., 1992, 

pp. 135-191.

（
37
）　

ア
ッ
サ
ル
、
ウ
リ
ヤ
ブ
の
墓
域
か
ら
も
同
様
の
墓
石
が
発
見
さ

れ
て
い
る
（Zarins and Zahrani, op. cit., p. 75 and Pl. 93A

; 



テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
の
文
化
遺
産
と
研
究
動
向

五
四
七
（
五
四
七
）　

A
l-T

henayian, 

“The Red Sea T
iham

i Coastal Ports,

” pp. 
291-292

）。

（
38
）　G. K

ing, T
he H

istorical M
osques of Saudi A

rabia, Es-
sex, 1986, pp. 55-82; id., T

he T
raditional A

rchitecture of 
Saudi A

rabia, London and N
ew

 Y
ork, 1998, pp. 51-73 

and 116-121.

（
39
）　T

. Prochazka, Jr., 

“Architectural T
erm

inology of the 
Saudi A

rabian South-W
est,

” R. Serjeant and R. Bidw
ell 

eds., A
rabian Studies IV

, London, 1978, pp. 113-121.

（
40
）　G. K

ing, 

“Som
e D

om
estic Buildings of Jabal Banī M

ālik 
in the T

ihām
a M

ountains,
” Dirāsāt fī al-āthār, al-Riyād

4, 
1992, 45-46 at p. 45. 

キ
ン
グ
は
、
テ
ィ
ハ
ー
マ
の
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

山
の
石
積
み
建
築
に
目
地
材
が
使
用
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
地
域
で

粘
土
や
非
焼
成
煉
瓦
が
使
用
さ
れ
な
い
の
と
同
様
、
水
の
節
約
の
た

め
で
あ
る
と
し
て
い
る
（K

ing, T
he T

raditional A
rchitecture, 

p. 119

）。

（
41
）　

建
材
に
は
、
ド
ー
ム
や
し
や
ム
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
樹
木
が
よ
く

用
い
ら
れ
る
。
ウ
ッ
シ
ャ
の
建
材
と
建
築
法
に
つ
い
て
は
新
聞
記

事 

“（A
l-

‘ushsha

） al-m
anzil al-sha

‘bī fī jāzān: 
m

ukaw
w

anātuhā, anw
ā

‘uhā, t

4urq binā

’uhā,

”al-R
iyād

4 no. 
12442, year 38, July 15, 2002

（http://w
w

w
.alriyadh.

com
:8080/Contents/15-07-2002/M

ainpage/T
hkafa_847.

php

、
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
五
日
閲
覧
）
に
詳
し
い
。

（
42
）　G. K

ing, T
he T

raditional A
rchitecture, p. 63.

（
43
）　Ibid., p. 64.

（
44
）　Ibid., p. 77.

（
45
）　Ibid.

（
46
）　Zarins et al., 

“The Com
prehensive A

rchaeological Sur-
vey,

” pp. 32-33 and Pl. 13 A
.

（
47
）　W

. D
ostal, E

thnographic A
tlas of 

‘Asīr: Prelim
inary 

R
eport, W

ien, 1983; Id., 

“The A
ustrian-Saudi A

rabian Col-
laborative Project in the South-W

estern Region of the 
K

ingdom
 of Saudi A

rabia: A
 Prelim

inary Report,

” Pro-
ceedings of the Sem

inar for A
rabian Studies 32, 2002, pp. 

225-232; W
. D

ostal et al., T
ribale G

esellschaften der süd-
w

estlichen R
egionen des K

önigreiches Saudi-A
rabien: So-

zialanthropologische U
ntersuchungen, W

ien, 2006.

（
48
）　T

. Prochazka, Jr., Saudi A
rabian D

ialects, London 
and N

ew
 Y

ork, 1988.

（
49
）　

イ
エ
メ
ン
と
オ
マ
ー
ン
に
ま
た
が
る
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
の
一
地
方

で
話
さ
れ
る
現
代
南
ア
ラ
ビ
ア
語
の
一
派
。

（
50
）　
「
フ
ァ
イ
フ
ィ
ー
・
ア
ラ
ビ
ッ
ク
」Faifi A

rabic

と
も
呼
ば

れ
る
。

（
51
）　J. W

atson and M
. A

l-A
zraqi, 

“Lateral Fricatives and 
Lateral Em

phatics in Southern Saudi A
rabia and M

eh-
ri,

” Proceedings of the Sem
inar for A

rabian Studies 41, 
2011, pp. 425-432.

（
52
）　Saudi Com

m
ission of T

ourism
 and A

ntiquities, T
he 

Cultural D
im

ension of the K
ingdom

 of Saudi A
rabia, Ri-

yadh, n.d., p. 13.

（
53
）　

現
状
で
は
、
個
人
が
所
有
す
る
伝
統
建
築
の
修
復
を
行
う
場
合
、

政
府
よ
り
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
（Ibid, p. 16

）。
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（
54
）　

例
え
ば
、
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
山
出
身
者
は
、
若
い
世
代
ほ
ど
他
の

都
市
に
移
り
住
ん
で
も
同
郷
者
同
士
で
は
独
自
の
言
語
を
使
っ
て

い
る
こ
と
が
フ
ァ
イ
フ
ィ
ー
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
彼
は

こ
れ
を
同
郷
者
同
士
の
結
束
を
固
め
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

守
る
た
め
と
考
察
し
て
い
る
（M

. A
l-Faifi, T

he Study of Faifi� 
Speakers

’ Linguistic A
ccom

m
odation, M

.A
. T

heses, 
Southern Illinois U

niversity Carbondale, 2014

）。
ま
た
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
も
若
い
世
代
へ
の
文
化
財
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
（Saudi Com

m
ission of T

ourism
 and A

ntiqui-
ties, op. cit., p. 16

）。



テ
ィ
ハ
ー
マ
・
ア
ル
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シ
ー
ル
の
文
化
遺
産
と
研
究
動
向

五
四
九
（
五
四
九
）　


